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タイの地質に関する会議②ム

ニニ1二τ1973年幾

沢田秀穂

｢タイ国のラブリ層群以前の古生代諸岩一現在までの

諸業績の編述｣は英国のコロンボプランによりチェ

ンマイ大学に地質を講ずるR･B･ST0肥s博士によるも

のである.緒言において氏は言う先ラブリ層群諾

岩の層序区分はまず半島部タイ基部および中部タイ南西

部に始りついで他の各地区に及んだ.それぞれの著

者が採用した層序区分の方法は区々であったため既存

資料を総合することは不可能である.

古生代におけるタイｰマレイ半島の位置とその古地理

とは現在論点の一つとなっている.タイからの証左の

色々の解釈を意見の異なる最近の諸報文からまとめよ

うと試みてみた.

詳細な堆積学的調査や岩相の分析は現在までの所みら

れずただ例外としてMnC亘肌L他の業績があるのみで

ある.MITc亘肌L他の報文は特にかなり長く引用する

がこれはタイで働く地質学徒達にとって方法と論理と

の一例を示すものとして役立つかもしれぬと思うからに

他ならない.化石産地とその動物灘との表を大体層序

の順にならべて付録とした.本文括弧中の番号はこの

表に照応するものである.最後にタイ国においても層

序規約を採用し之を厳重に適用することを要望する.

筆者(沢田)も氏のこの意見に全く同感である.地

層名をつけるのに模式地における詳細な地質調査層序

樹立を行わずただ外国でやっているからとその形骸

だけをまねていてはいつまでたっても地質学の進歩は

ありえない.ただ生ずるのは混乱のみである.しか

しここに必要な基礎的作業は化石産地へ一寸車で行っ

て標本をとってくる作業に比べればその野外作業はは

るかにきつく労多くして功少い感じがし長い期間と

多年の努力と経験とを要しかつその成果は簡単には論

文とはならず見栄えがしない.当地へきてから今日ま

での10余年の間野外実習や野外見学に参加してみると

先生も学生も局長も技師も自分で進んで調べその結果

をノｰトすることはほとんどなくただ教科書的意見の

開陳に終始し化石産地へくるとどっかり腰をおろして

化石採りに熱中していたことを思いだす.所詮深く調

べた人はいたいのだから10年前の教科書の意見をのべて

もつつこまれる心配はなく権威の損われるおそれもな

い.表面的なことをのみ(といっていい位)尊重する人

々の性向を考えれば今日までのこの分野の業績カミス博士

の述べる如くであることは容易に理解しうる.B0趾x,

S晒w畑丁両氏カミ1966年｢これまでにつけられた地層名

を(すべて)放棄しformationと9roupとの名を古生

層につけることは暫く延期してもっと層序の調査カミす

すみその記載か行われその化石を同定してからにす

べきである.かくて調査された層序を比較し区分さ

れた地層について更に広汎にわたって地質図を作成し調

査してはじめて(北東タイの)古生層のもっとすぐれ且

役に立つ区分カミできる様になろう｣と言っているのはご

く普通の地質技師であれば何人も反論のあるべき筈は校

い.7年間にわたって主として北緯18度以北の北タイ

の地質図作成作業にあたった西独地質調査所派遣の調査

団カミ地層名を全く用いずただ寒武紀石炭紀等の紀

名を用いるにとどめたのも以上のべ来ったと同様の理

由からであろうかと思われる.

以上でお削りの如くタイの地層名は一つ一つの小さ

な単位を綿密に調べ記録し模式地を明かにして名をつ

けこれをつみ重ねていって大きな単位を作ったという

のではなく模式地も従って標式的な層序の記載も征く

然るべきえら方が適当な名前をおつけ下さったものを後

生大事にもちまわってあちこちの適当な層を一はひと

からげにして同じ名をつけたというものカミ多い.しか

も不思議なことにあの自己顕示慾の強い人々が一向に自

分の仕事を公表したがらない.或高官の話ではここ

の人々は自分の責任にまわってきそうなことはしたカミら

ないからさということであるが.従ってB0RAx,S肥一

W畑丁両氏や本文の編者ス氏の説はもっとも至極である

カミ今後自分の名を報文に出す味を覚えた人々カミ我も

我もとめいめい勝手に層名をつけだしたら全くもって�
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収拾のつかないことになりはしないかという悪い予感め

いたものを覚えてくる.と同時に一方ス氏が手をあげ

た如くこの分野の成果は総合するによしなきものであ

るけれどもしかしまた未公表の資料の中にはこの国の

本当に有為た若い地質技師による真筆た努力の成果も少

からずかくれていることが考えられて何ともいたまし

い思いがする.語カミ大分横道にそれてしまったカミ次に

はス氏の紹介する所から読者諸氏の興味と参考との対

象ともたろうかと思われるもの若干を少しく抜きだし

てみよう.

半島部タイ及び中央タイ南西部

S珊P亘週NS他(1966)はPhuたet-Phangnga地区の

層序をのべPhuket統及び之を不整合におおう二畳一

石炭紀層の詳細た岩相の記載をなしている.

Phuket続の下部は泥岩帯状泥岩及びシノレト岩より

なり之に硬砂岩を伴う.この泥質相につづいては硬

砂岩相がきてこの相では岩石は塊状で成層しない硬

砂岩が卓越し之に泥岩カミ伴う.Phuket続の上部層

はよく成層する一群の堆積物で黒色頁岩シノレト岩

砂岩を含む.二畳一石炭紀の石灰質統は泥質及び砂

質堆積物からなりこれらは不整合にPhuたet続の岩石

上にのり淡灰色石灰岩の塊状に発達したものにおおわ

れる.本地区の北では本統下部は礫岩礫岩質砂岩

砂岩及び鹿毛一灰色頁岩から校る.Phangngaの近く

では石灰岩の下の泥質分カミ著しく増加し岩石は頁岩

泥岩シルト岩が卓越し石灰質砂岩頁岩カミこれに伴う.

この後の方の地区の細粒シノレト岩層からはこけ虫類腕

足類及び若干の斧足類の動物群カミみられこれについて

は詳細な研究は行われなかったがその時代を二畳一石

炭紀と信じている.STEPH酬s他は結局Phuket続の

時代を示す証拠はえずこれを寒武系としたのはSREs-

THAPUT趾他(1951)の時代決定に従ったのみである.

1969年タイ鉱産資源局のだしたGeo1ogyof冊ai-

1㎝dではRatBuri層灘より下の堆積物分類について次

の如くしている:
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地名図(番号は地名図上の番号に対応する)
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n㎜i層群/妻1簑鴛㌫為層

晦㎏1群/熟∴層

Tarutao層灘

Taruta0層群は寒武紀に属し歎い赤色砂岩でLang･

kawi島から北NakhonSiThamma工atのKhaoLuang

山脈にまで追跡しうる.Kobayashiの三葉虫動物群の

同定(1)に基き寒武紀のものとされる.

ThmgSon9層群(奥陶紅一志留紀?)は主として塊

状黒色石灰岩からなりLang長awi島からThmtao島を

へて本土のThmgwa郡に及ぶ.も一つのものはSatun

から北phutthalungを経てNakhonSiThamma･atの

KhaOLuang山脈南翼にそって終る.23a4お

よび6とした動物灘を産した層は本属灘に属すとされて

いる.疑問の多いFang層については何の説明もない.

TanaOsi層群(志留紀泥盆記下部石炭紀)はS肥一

sT趾PUT趾他(1951)のKanchanaburi統に代るものと

して設けられた名前である.タイの北部各県によく分

布し南はTanaOsi山脈(タイ･ビルマ境の山々)に

そい半島部にのびる.本属灘を分って下部のKancha-

naburi層と上部のKaengKrachan層とする.Kan-

chanaburi層は以前のKanchanaburi統中の変成岩類及

び之に相当し志留紀及び泥盆紀の動物群を含む堆積岩の

層である,多くの場所で砕屑堆積物よりなり変質し

て粘板岩千枚岩珪岩となっている.(ビルマの)

Shan州からタイを通りマレｰシアに至り広大な面積を

しめ通常強い櫓曲をうけている.

KaengKrachan層は以前のKanchanabu工i続の一部

で特に暗灰色頁岩又は粘板岩及び変成岩類をさす.

この頁岩又は粘板岩はPhuket島にあっては寒武紀を示

す十分た証拠がなく又変成岩類はこれに相当する堆積物

を含みその堆積物中には泥盆紀及び石炭紀の動物群を

有する.本属の模式地はPetchaburi県のKaengKra-

chanダムとされ泥質及び砂質の岩類からなり数か

所においてこれら諾岩は之に迷入した花開岩によって変

質している.泥質堆積物としては灰色黒色及び褐色

の塊状泥岩及び頁岩で一方砂質堆積物には砂岩珪岩

及び硬砂岩カミある.硬砂岩は灰色乃至黒色である.

細粒暗色の基質は頁岩泥岩長石石灰岩及び花開岩

の破片径2～3mInから20cm又はそれ以上のものを含む.

原著者の信ずる所ではKanchanabu工i層の時代は志留

紀から泥盆紅一方KaengKrachan層は泥盆紀に始り

初期石炭紀に至るが泥盆紀は長くつづいた削剥の時期

と考えられるという.1619及び21の動物灘はTa肪

｡･i層灘のものとされKanchanabu工i層は無化石とのこ

とであるからこれらはすべて本属に属すことと狂る.

RatBuri石灰岩はTanaOsi層灘上に不整合にのると

いう.

YOUNG及びJANTARAN眼A(1970)はphuLet統

をPhuket層群と改称これを上下二層に分ち新しく

確認されたコケムシ層を上部層下底層とした.このコ

ケムシ層はRatBuri石灰岩の下約150mの所にあり

Phuたet-TakuaPa-Krabi地区で5,000減にわたって分

布することがしられその動物灘(46)は初期二畳紀の

ものと思われるという.下部層はおそくとも後期泥盆

紀にはじまり(動物灘24は本属上部のものと思われる泥

岩からのものでこの動物灘によってかく信ぜられる)

この層準の下には一見無化石の層が非常に厚くある所

から恐らくもっと古いものと思われる.

S肥P肥Ns他(1966)カミ.Phangnga付近で発見したコ

ケムシ類を産する化石の多いのシルト岩は恐らくこの

コケムシ層に当るものであろう.詳細に地質図を作っ

てみた所phuket統と二畳一石炭紀の石灰質統との間の

不整合とこの地域でStephens他がしたものは誤りであ

ることがわかった.

M服CH亙LL,YOUNG&JANTARANI]PA(佃70)は

Phu良et層弾の時代及び対比について論じて日くBU趾

Yムs(1961)に従えばTarutao砂岩は恐らくphuket層

群の一部をなすものであろうと.もし之カミ正しければ

本属灘はその時代が寒武紀から初期二畳紀に及ぶものと

怒る.ThungSong石灰岩は東部にはみられるものの

Phuたet-TaたuaPa-Krabi地区には欠けるものであるカミ

恐らくはPhuたet層灘中の同時代の砕屑堆積物によって

代表されるのであろう.原著者は指摘して日くSRE-

sT亙APUT趾他(1951)のKanchanaburi統は彼等のい

う上部層の岩相に酷似しいわゆるKanchanaburi統は

Phuket層灘内の一つの特殊な岩相で色々の時代のもの

であろうとしている.ST班亘酬s他(1966)の多化石シ

ノレト岩類はコケムシ層より上の上部層の一岩相中におか

れている.下部層は奥陶紀或は寒武紀かもしれない時

代から初期二畳紀に及び厚さは3kmをこえ上部層

は初期二畳紀のもので厚さ100から200mである.

RIDD(1971b)はPhu長et層灘は奥陶紀及び寒武紀の

層を含まず全部志留紀以後のものである確証ありとす

る.氏によればKh1ongMarui断層の南及び東の層序

は寒武紀の三角州堆積物を奥陶紀志留紀のThungSOng

石灰岩がおおいその上には厚さ1,000mから2,000皿の

一層灘が不整合にのるという.後者はPhu長et層群の�
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金蔀ぞなけれほ一蔀の水平的な相当層であって二畳紀

の一RatBu工i石灰岩によっておおわれるとする.SAKA一

肌巫I(1971)の引用するBURToNによればKanchanaburi

｢統｣の層序を改訂して次の如くするという:

㎞㎞㎞i超層群/;ご1:ユ鴛層

BannangSata層灘は後期奥陶紀(?)から初/中期

泥盆紀に及びphuket層群は中期泥盆紀から初期二畳紀

に至るという.KOcH(1973)の引用するWOL趾RTに

よればTarutao砂岩の動物群(1)は奥陶紀最初期のものと

考えるという.

出ナる.恐らくRajburi,Petchaburi及びChiangMai

にみる.

Buraマasのいう所ではPnomSarakarm片岩類は

KanchanaBuri珪岩類上に整合にのり後者はSiChang

石灰岩類上に不整合にのる.彼のいうKanchanaBuri

珪岩類は南部のKraburi河岸ではPhuket続の下にあ

るという.片麻岩類及び片岩類はSri-Raja統やSi

Chang石灰岩類に迷入するが上の珪岩は貫かないとい

う.SiChan9石灰岩類の時代は明らかに先泥盆紀で

恐らくはきっと先寒武紀であろうとされBuravasは上

記全部が先寒武紀であろうとしている.1969年のタイ

の100万分の1地質図ではこれらはすべてKanchana･

buri層として示されている.

南東タイ(及び中央タイの南西部)

逓URAYAS,Smk(1941)は堆積岩類及び変成岩類の

5区分を次の如く略述する:

PmmS趾ak砒m片岩類

泥質岩類で時に珪岩の薄層を含む.変質して千枚岩

片岩と妊り暗銀黒色緑色又は含雲母白色広範囲に

わたり銅を含む.産地はチェンマイ･チェンライの南

���楴������潮最

臨皿｡ha皿a趾ri珪岩類

珪岩類結晶質石灰岩カミその中に一枚あり更にきわ

めて炭質の頁岩又は片岩を恐らく一層挾むと思われる:

タイ全土に分布するもコラｰト台地は例外.典型的な

ものはKanchanaBuri東方の丘陵.

片麻岩類及ぴ片岩類

SiChang石灰岩類

軟質黒ずんだ色でよく成層し変質し全く結晶質帯

青灰乃至暗灰色石灰岩類:純粋及び泥質石灰岩類の互層

で黄鉄鉱を含むもの.帯紅帯灰色ドロマイト(白雲

岩リも挾まる;KhoSiChang,KohKamYai,Kan-

ch伽aburi県のKhaOYai及びKhaoPu山脈に分布

する.

Sri-Raja続

5.変質著しい珪岩

4.結晶質石灰岩類(20-30n1)

3.よく成層する珪岩類で石英片岩類と互層するもの

2.結晶質白雲母片岩

1.塊状珪岩で成層しないもの

Cho1buri県のKaoDinからしamChabang.海

岸にそいSri-RajaからしamChabangにかけてよく露

互UGH醐&BA蝸SON(1967)はChanthaburi地方

の堆積物を分って泥質岩類及び石灰岩からなる下部泥質

統と上部砂質統とに区別し本地域を花開岩丘により

次の3地区に分けている.

東部地区はその大部分の堆積物は砂質統に属し泥

質層カミ之に伴う.中粒砂岩がおもな岩類で小磯や泥

岩片その他の細粒物を時に含む層が挾まれる.長石

の角片が或る部分には普通である.本地区の北部は泥

質統からなり泥質岩類が珪岩類や砂岩類よりも優越す

る.珪岩類は局部的に碧玉化する.

中部地区本地区の堆積物は泥質統よりなり露出が悪

い.おもな岩石の種類は珪岩千枚岩黒雲母一ホル

ンフェノレス及び粘板岩である.

西部地区泥質統がこの地方の大部分で卓越し薄層

理灰青色珪岩や砂質頁岩がおもな岩類であるが礫質砂

岩泥岩もかなり分布する.珪化作用は広くみられるも

のの如くである.砂質統はKamprang地区にみられ

る･泥質統の占める地区内では石灰岩カミ南北方向に連

る孤立丘をなしている.

西部地区の石灰岩類は下にある堆積物とは整合で

RatBuri石灰岩と対比されるが後者はタイの他の所で

はKanchanabu･i続の岩類上に不整合にのると信ぜら

れている.この石灰岩は藻類を含む豆石状石灰岩類で

ある.藻類は困って皮殻をなして成層しGか0伽θπαの

ある型に似る.この件については英国自然博物館の報

告があり時代未詳なるも恐らく古生代としている.

東部地区及び西部地区の砂質統は恐らくこの地域で最

も新しい堆積物で東部地区のそれは西部カンボジアの

三畳紀層の西への連続と考えられる.同様に東部地区�
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の泥質堆積物は泥金一石炭紀層の上に重るカンボジプ

の岩石類の連続なること明らかである.

HU舶EsとBA個s0Nの付図では泥質統は仮にKan･

chanaburi統に砂質統はKhorat統下部に対比されて

いる.前記1969年のタイ国地質図ではHUG肥sとBム

TEs0Nの地区の最西端の泥質統はR尋tburi層群に入れ

られ東部地区の砂質統は(コラｰト層群下部の)Phu

Kradung層として示されている.その他の堆積物は

すべて西部地区の恐らく三畳紀と思われる砂質統をも

含めKanchanaburi層に入れられている.

西部.タイについては西独地質調査所のK･c亘(1973)

がカンチャナブリ県上流部のSriSawat-ThongPha

Phum-Sag長hlaburi地方の地質について次の様にのべて

いる:

寒武紀:細粒から粗粒の砂岩･珪岩よりなり上部に

たるに従って挾まれてくる細粒砕屑物に時に移化するこ

とがある.岩石は一般に変質をうけ本来の全層厚は

優に500mをこすものとみられる.これを寒武紀のも

のとするのは南部シャン州(現在ビノレマ領)のこれに当

る層カミO1ene11id三葉虫を産している所からである.

SriSawatの南では400m以上にのぼる砕屑岩層があ

り上部に向って石灰質を加え時に不純な石灰岩を挾

有してくる.この層の上部産の腕足類と三葉虫とから

は下部から中部の奥陶系であることになる.結論と

してこの砕居岩複合体の堆積は寒武紀に始りかなりの

程度奥陶紀にまでつづいたといえる.

泥盆紀:本紀層は志留紀の頁岩をおおうカミその間に

顕著な間隙はみられない.基底に近く時に暗色で多

く石灰質の頁岩がみられこれにはtentacu1itesと筆石

類の泥盆紀最古期を代表するものを伴う.泥盆紀層の

大部分は砂質頁岩硬砂岩大部分団塊状をたす石灰

岩からなりこれらはこれに互層をなしその単位は10

-100mの厚さである.この層の上にくるのは軟く

て緑色の頁岩でこれは下部石炭系の頁岩に漸移する.

三葉虫腕足類tentacu1ites筆石類及び｡onodontsは

しばしばみられ全泥盆紀にわたっているといってよい.

泥盆系の厚さは約450mである.

拓炭紀1石炭紀層は本質的には砕屑物からなるものと

いってよい.石炭紀堆積物の供給源と放った地域のお

もな構造運動の結果砂質及び/或は礫質のものカミやや

急激に増加することとなっているが上部派盆系の頁岩

との間には間隙はしられていない.'泥盆系との境は層

序の上で硬くて暗灰色から黒色の砂質頁岩が最初に現

れる所においた.本城の西部及び北酉部ではこの頁

岩は大部分よく円磨されたPhenoc1asts(斑屑と仮釈)

の直径10cm以下で石英砂岩珪岩粘板岩チャ

ｰト千枚岩及び花開岩から匁るものを含むことがよく

ある.もっと頁岩質の層中に挾まれてくるものは若干

の砂岩花商質砂岩硬砂岩で礫岩状にもなる.この

層は明かにF1ysch様の性格をもちそのか狂りの部分

は明らかにturbiditycurrents(混濁流･乱泥流)によっ

てできたものと思われる.石炭紀の砕屑層の厚さは約

200mから400mと推定される.

奥陶紀:寒武紀の堆積物は整合に奥陶紀石灰岩層のお

おう所となりその基底部は偽層を示す石灰岩中に細

粒から粗粒の砂をよくふくんでくる.石灰岩の主部は

細粒灰色で時に細かく挾まれた泥質薄層･条様のものを

示しあるいは団塊状石灰岩をなすこともある.礁状

石灰岩は時にみられる.上部に向って石灰岩の量は減

り細粒砂質･含雲母質頁岩層をもって奥陶系は終る.

化石からみると下部あるいは中部から上部奥陶系に属

す.元来のこの石灰岩の厚さは約450皿これをおお

う砕屑岩類層は100から150mと思われる.

志留紀:堆積は細粒砕屑相をもって奥陶紀から本紀に

つづき之についてくるのは黒色細層をなし砂質の筆

石類を含む頁岩で厚さ約60m'初期志留紀の動物灘を産

する(11).志留紀層は更につづいて頁岩と団塊状及び

/又はレンズ状石灰岩を少量挾んできて全層厚は約

120mとなる.

二畳紀:石炭系をおおうのは炭酸塩の層であるが地

域によっては海進性と思われる砕屑層が炭酸塩堆積物の

下部のかわりにみられる.この砕屑層は粗粒礫質の恐

らく海成と思われる礫岩であるのが特徴で厚さは200

m以下で石炭紀の砂質及び礫質の頁岩上に直接のって

いる.この両者の間には間隙はみられないカミｰ件仮

定されるものがある.この礫岩は斑層をもちその直

径は30cm一までで石英砂岩粘板岩からなり特に

優越しているのは赤色泥灰質一砂質基質(matriX)の中

にある灰色赤色石灰岩のものである.上にのる炭酸

塩層へはやや急激に移り変るのが認められる.水平

的にはこの礫岩はむしろ急に薄くたって消える傾向があ

りあるいは｡e11u1ar(細胞状の)白雲岩(ドロマイト)

を挾む赤色砂岩カミこれに代ってくる.

西部タイの地史:奥陶紀の石灰岩の下にある砂層層

からして先寒武紀/寒武紀初期の造山運動があったと�
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思われる時期につづいて浸蝕輪廻に入ったと考えられる.

地質構造上不安定な状態にあったことは石炭紀の混濁

流堆積物カミ示す所でこの石炭紀の造山作用は泥盆紀後

期には始っていたことはremaniる(再堆積と仮釈)動物

灘の示す通りである.この堆積盆地はこの造山運動

の初段階には存したと思われるもののかたりの浸蝕作

用カミ他の所でおこっていたに違いないことは粗粒の砂

層物で時代と由来との不明な花開岩の礫を含むものが

混濁流堆積物中にある所からしられる.この石炭紀造

山運動の後期の襲階の間には以前の堆積盆地のある部

分は非常に陸の影響をうけた堆積物の作用をうけてい

て初期二畳紀には粗粒の湖成礫岩層が堆積するに至っ

ている.石炭紀と二畳紀との堆積物の間には間隙のみ

られるものがなく大部分の場合礫岩は全く発達して

いない所から造山運動はこの地域内に限っていえば

むしろおだやかなものだったと思われる.そしてもっ

と強い造山運動は本域外恐らくは西方にあって起った

に違い狂い.沢田が1973年春みた所では北酉タイの

Tak市からビノレマ境の町MaeSotへの街道にそっては

非常によい地質の露頭が長距離にわたってみられ現在

の所タイ領内ではタイｰマレイ半島の横断地質断面を最

もよく示すものと考えられこれにつきス氏の紹介する

BUNOPムs(1972b)の記載は次の通りである:

二畳系

石炭系

泥盆系

志留系

奥陶系

寒武系

LanSangの酉

副地向斜相

PhraWar石灰岩

帯状石灰岩及びチャｰト団塊

灰色頁岩砂岩及び炭質頁岩

無化肩頁岩シノレト岩

粘板岩様頁岩及び砂岩

珪岩様千枚岩

含雲母石灰岩とこれに挾まれ

る泥質岩

石英一雲母片岩

LanSangの東

主地向斜相

花簡岩花簡閃緑若

集塊岩千枚岩

凝灰岩肩灰岩薄層

塊状石灰岩千枚岩及び

千枚岩様凝灰岩チヤｰト層

石英一雲母片岩

北部タイ

西独地質調査所の巫AWM他(1970)によれぱ:

寒武系:古生層はその基盤岩類からは分離されている

ため下部古生層の先寒武紀片麻岩類に対する本当の関係

はまだ知られていたい.しかしなカミらこの両者の変質

度にはかなりの差がある所からその間の間隙はかなり

大きいものと考うべきである.古生代最古の堆積物は

均一でよく成層した珪岩の厚さ500mに及ぶものであ

る.この珪岩類は帯白赤色から紫紅色大部分細粒で

偽層を示すこと多くまばらに礫岩層を挾む.礫は実

際上石英のみから匁るといってよく他にはごく少量

黒色チャｰトからなるものがある.

奥陶系:寒武紀の珪岩から奥陶紀層に移り変るのがみ

られる場合にはよく成層したシノレト岩と砂岩とカミ風

化して黄色を呈する頁岩質白雲岩層を挾むことカミ次第に

多くなる.これは薄層をなしつづいて団塊状をなし

更には塊状とたる淡灰色の石灰岩に移化する.地域に

よっては奥陶紀層は暗色の砂質頁岩によって代表され

MaeSariangの北(9)では化石に富む.この石灰岩

層の平均の本来の厚さは80から100mである.コノド

ント(窟虫と仮訳)動物群によればこの累層群は下部

から上部奥陶系を代表する(7810).

志留一泥盆系1奥陶系上につづくものは一連の頁岩

砂岩硬砂岩及びチャｰトで時に石灰岩が挾在し厚

さは500mをこえないものと思われる.化石(主とし

て酋虫及び筆石類)の上部志留系から上部泥盆系に属す

ものがこの一連の層から採集されている(131418

-20222627).志留一泥盆の両系を地質図上で

いつでも区別するというのは大部分の地域で不可能であ

ったというのも両者の岩相が大体同様であるためであ

る.MaeSariang-MaeHongsonをつなぐ南北線の酉

ではこの一連の層中の石灰岩の量カミかなり増加し所

によってはわずかに頁岩を数層準にみるだけでほとん

ど連続的に石灰岩からのみ成るに至る.この岩相の時

代は志留紀から石炭紀に及ぶ.

宿炭系:石炭紀中の堆積環境としては堆積盆地と脊稜

部とがはっきり分れたことがあげられる.盆地地域に

は砕屑物の堆積が泥盆紀から石炭紀にわたってはっき

りした間隙なしに続き一方上昇部では浸蝕カミ行われた,

一般的にいえば石炭系の基底部は厚い砂岩の累層灘

(comp1ex)である.局部的にはこれは少しく千枚岩化

した下部古生層と対照をなす.細粒稀に礫岩様となる

花闇質砂岩硬砂岩頁岩に時に石灰岩又はチャｰトを

挾んでくるのが下部石炭系の特徴的な岩石の型である.

層序上の帯としてIから皿でまが粛虫動物群によって証

明されている(29-31).一番おそくても石炭紀皿の間

に層間浸蝕がおこり削剥が下は少くとも志留紀層中に

まで及んだことはある石灰岩礫岩中に志留紀と初期石

炭紀n一皿との歯虫の混在する動物群がみられることか

らはっきりする(30).下部石炭系の厚さは300から400�
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mに及ぶと思われるがこの層序の最上部ははっきりし

ない.というのは同一の海成層が上部石炭系にまで

はっきりと中断されることなく連続しているためである.

広範な地域にわたり上部石炭系の下部はチャｰトを

よく伴ってくる火成岩火成砕屑岩類により代表される.

チェンマイの北東では火山岩類がNamurianBから

WestPha1ianの動物群(42)を含む粘土と石灰岩とに

より直接おおわれる.

更に上方に向ってこの地層はつづき通常の海成チャ

ｰト砂岩礫岩雑色名化石頁岩の数百伽に及ぶもの

かあるいは赤色礫岩砂岩及び粘土岩を伴ってくる.こ

の赤色岩類はMaeHongsonの北及び東で最も厚くなる.

確かに陸上の影響をうけてはいるカミかかる顕著に砕屑

性の堆積物は主として海の状況下に堆積したものである

ことは挾在してくる石灰岩カミ斧足類腹昆類魚藻

類の残片を含んでいる点からもしられる.上部石炭系

礫岩中の礫は片麻岩寒武紀珪岩奥陶紀石灰岩初期

古生代千枚岩頁岩及び｡phio1iteからきている.緬

状(魚卵状)及塊状礁成石灰岩が各種の上部石炭系岩類

上に海侵をなしてつづいてくるカミこれは多くの場所で

後期石炭紀最後時にはじまっている(41).この石灰岩

の大部分は二畳紀のものではあるが石炭紀の薄い基底

部を二畳紀の部分から区別するにははっきりした岩質

状の差カミみられない.

北タイの古生代史

寒武紀奥陶紀には浅海の堆積物が優越しつづく志

留泥盆紀には地向斜の岩相となり遂に初期石炭紀あ

るいは泥盆紀最後期にはじまる一つの大きな造山作用で

地向斜岩相は終る.この造山作用の間下部古生層は

榴曲をうけ地域によっては変質して千枚岩や片岩とな

る.石炭系はその下部では明かにフリッシュ相で中

部のものは主に基性の火山岩の部分が特徴をなす.上

部石炭系を代表するのは局部的な陸成堆積物及び覆蔽

(over1ap)する礁性石灰岩で後には初期二畳紀から中

期二畳紀最後時まで北タイ全体にわたり広く分布した

ものである.

古生代におけるタイ国の古地理学的解釈

K0逓AYAS亘I(1960)はSUN(1945)の｢シナｰビノレ

マ地向斜｣カミ更に南にのびてマレイの北部に至るのを認

めこれにさらに｢ビルマｰマレイ地向斜｣という名を

1964年につけた.

皿U盟0N(1967)は更に得た証左によりこの地向斜

をマラッカ州の西海岸にまでのばし仮にこれを｢雲南

一マレイ地向斜｣と名づけた.彼はtentacu1itesと筆.

石類とのみられる所をこの地帯にそってしらべこの地

帯の全体が何れの時かに何らの断絶もない一つの堆積盆

地をなしていたということは確認できないとし更にこ

の地向斜はマレイや雲南から先にものびていたかもし

れないとしている.

彼の示す所によれば志留紀の筆石類と泥盆紀のten-

tacu1itesとが数地方で異常な共存を示し恐らくFang

でもそうであろうという.その説く所では古生物学的

な間隙及び恐らく堆積上の間隙がこの二つのまじり合っ

た化石群集の間の時間の間隙に対してあったものではな

いかとしていて北タイではこの間隙はL1and0Yery初

期から泥盆紀に至るのであろうとしている.彼の中期

古生代地図ではこの地向斜の盆地の軸は西マレイから

北方にのびタイ半島部の東部をとおり(盆地の岩相の

記録のある)Fangにのび更に雲南のPaoshanにまで

のびている.この軸の酉では浅瀬相がビルマとタイと

に示されていてタイの場合にはThungSongの北の

BanNaと上部カンチャナブリ県のNaSuanにあると

している.地背斜の山稜は中央マレイの盆地軸の東を

北に走っている.

その考える所ではこの地向斜の初めの擁下(奥陶紀

?)はその東のこれを補整する一つの地背斜的携上を伴

った.そして後者カミ海洋の循環を制隈し軸部盆地に

euXiniC(停滞一嫌気性と仮釈)岩相をもたらした.こ

の地向斜は初期泥盆紀には破壊されtentacu1itesの侵入

を許しこのtentaCu1iteSは再堆積した筆石類と一緒に

うめられるに至った.

PIYASIN(1973)によればLampang地区の地史は次

の如くである1最古の岩類は変質して緑色片岩相の千

枚岩片岩珪岩の類をなし志留一派盆紀の主地向斜

堆積物である.本城は初期石炭紀には上昇し浅瀬

(sha11owsheH)の堆積物の火山活動を伴ったものか中

期二畳紀に至るまで発達した.静かな中期二畳紀の海

は化石を多く含む石灰岩と砕滑性浅瀬堆積物とを後期

二畳紀に至るまで堆積した｡

JON醜(1968)はマレイの初期古生代の諾岩は一つの

地向斜の堆積物としこの地向斜は西にあった一つの副

地向斜と東にあった一つの主地向斜とからなり堆積物

の供給源はGondwana1andにあったろうとしている.

逓uRT0N(1969)はこのJ0NEsの考に同意しPhuket

｢統｣の少くとも一部は酉のインド楯状地からもたら

されたものであろうという,�
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脳ITCH肌L･t刎.(1970)はPhuket層群にみられる

岩相の垂直的変化を三角州を伴う大陸縁辺部に典型的な

岩相の大陸外縁(continenta1riseの仮釈)上の堆積物

から大陸斜面(<continenta1>s1opeを仮釈)及び三角

州の堆積物に至る水平的た変化に比べている.これら

の堆積物は大陸縁辺の島弧からというよりはむしろ大陸

から運ばれ来つたものであるということは火山岩類も

火山岩層もない点と含礫泥岩中に花筒岩片麻岩が含

まれ更に恐らくダイヤモンドも含まれていようという

点とからそう考えられるのである.MITc肥LL他は

結論としていう.即ちPhuket層群の堆積したのは大

洋に面する安定した大陸縁辺部の今日の米大陸大西洋

岸側に似たものの上があるいは(日本海型の)島弧に

よって限られた小さな大洋盆地の縁辺部の上がであって

環境からいえば今日のアンダマン海東部に概して似たも

のであった.

更にのべて日くphuket層群の堆積物は酉というよ

りは東から由来したものであってその理由としては

1)タイ半島部は広いスンダ陸棚の西縁にあり同陸棚上には

古生代又は之より古い片麻岩状岩類が露出しておりその

下には大陸型の地殻カミ横わる.第三紀より前にはこの地

方は恐らく海面上にあってPhuket層群堆積物の供給源で

あったことは十分ありうる.

2)この層群の浅い水中での相が半島の西部より東部に一層広

く分布しているということもまた堆積物の供給源が東に

あったことを暗示する.

3)これまでの古地理の諸説ではインドカミタイ半島から広い

大洋地域によってへだてられたのはおそくも後期古生代

である.

4)インド楯状地のダイヤモンドは半島部タイのそれとは異り

従ってタイのダイヤモンドがインドからきたと考える理由

は狂い.

5)現在アンダマン海盆地の占める地方がPhuket層群堆積物

の供給源の地であったということはありそうにない.

醐孤皿(1971a)は南部及び半島部タイの古生代におけ

る一連の古地理図を作った.

初期古生代の図では一つの浅瀬の海が南北にのびて

半島をおおい東はRayongとChanthaburiとの間の

地点にまで達する.南東タイのカンボジア境に近い所

の主地向斜岩類は化石を欠くカミはるか酉の初期古生代

の浅瀬に堆積した泥質岩斜層理を示す砂岩及び石灰岩

の水平的な相当層の様に思われるとしている.彼の地

図によればこの主地向斜の岩類はこれと同時の火山

岩類を伴ってChanthaburi付近にあるものの様である.

泥盆紅一石炭紀この図では南北方向の一つの地向斜

が示されこれはタイ半島部をおおい東は東経101｡辺

りに至る.演瀬堆積物はこの地図ではRayong-Klaeng

地方のどこかにある様に示されている.

後期古生代の古地理についてRIDDはのべていうti1-

1oid(氷河によらぬ含礫泥岩)を挾む数kmの厚さの

Phuket層群は半島部タイにおいて東方に向ってうつり

変りこれより薄く粒も細かい深海相となる.これは現

在はインド洋である部分の下の地塊の東縁上に堆積され

た膜状の堆積物成はmioc1ineであったと解釈される.

これらのti11oidがその時代でも岩相でもインドの

Ta1chirBou1derBedsに似ていることはこの二つの

地域が古くは近接していたことを示すものである.タ

イ国のPhuket層灘のti11〇五dsから風化によって出てき

たダイヤモンドカミこの地方の既知超塩基性岩源のもの

ではありえずこれを最もよく説明するのはインドの

AndhraPradeshのGo1condaダイヤモンド地区と共通

の源岩をもつものと仮定することである.

R㎜n(1971b)はMITc肥皿他(1970)に関する手紙

においてPhuket層灘堆積物の供給源は酉にあったとい

う考をくり返し以前に公表した証拠(RIDD197!a)の

若干を再度のべる.そのいう所ではマレｰシア半島

部タイ及びタイのカンボジア境地区では初期古生代

二畳紀及び三畳紀の間(堆積物の)供給源地域は今日

のタイ国の西にあり酉の比較的安定した地方の東には

一つの主地向斜の西縁部があったという証左カミあるとい

う.インドとタイとのダイヤモンドの違いはその地

史が異ることにより説明されるべくRIDDの指摘する如

くもじタイのダイヤモンドカミインドからのものでなけ

ればその他の既知供給源としては濠洲があるのみで

あるという.

MITC肥肌他(1971)はRIDDの手紙に答えK1ong

Mami断層の南東の泥岩類は東の供給源地域付近の限

定された環境下に堆積したもので一方これより厚いフ

リッシュ型の堆積物は更に酉のもっと深い水中に堆積し

たものであるとする.更にのべていうマレイ半島の

対をなす主地向斜帯と副地向斜帯とは初期古生代のもの

で従ってPhuket層群の大部分恐らくはそのすべてよ

りも古いものである.広い地域にわたる証拠からして

(堆積物の)供給源が東にあったという考をすてる理由

は見当ら狂いという.

Phuket層群の岩相解析

M亙TC肥岨他(1970)はPhuket層灘に主要岩相8つ

を認めその解釈産状環舞を次表の様に要約した:�
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岩相

A.葉理ある

泥岩

B泥岩中に

あ二で基底の

明瞭な砂岩

C･･1un･p

��匀

(水中崩落層)

D.含礫泥岩

E石灰岩

F淘汰のよ

㌧･砂岩礫岩

G.コケムシ

相

H厚層をな

チ砂岩頁岩

解釈

主として遠洋

性

T1ユrb1d1tes

(混濁流岩と

仮釈)

匱��

と

plastic且｡ws

�卓��

海成

下部層

産状

普通

駿多

普通

移多

稀

1糠麟鰯上部に

浅海成

灘劉

1環境

主として大

陸斜面

1大陸外縁

大陸外縁

と

大陸斜面

大陸外縁

と

大陸斜面

�

大陸斜面上

の海底峡谷

浅一海

上部層

産状

普通生物

により乱さ

れている

�楯�牢�

��

本属下部に

普通

本層基底に

普通

霧多

環境

偲���愀

猱潰攀

三角州分流

��慴潰

とsloPe?

(三角州頂

部屡斜面上

'a･1t･t･p

(三角州頂

部)

下部層は大部分混濁流岩と葉理ある泥岩との互層であ

?て全層厚は局部的には3km一を超す.所により含

礫泥岩カミ抜まれてくる.上部では含礫泥岩の割合カミ増

加しこの岩相の単位が厚くなる.混濁流岩とSIu阯

pedunitsと1ヰ含礫泥岩と挾在し淘汰のよい砂岩が局

部的にみられる.この地方の中央南部には珪岩様砂

岩と礫岩とカミ厚さ数10mの単位をなしてこの下部層の

最上隈の下約100mの所にみられこれは含礫泥岩と葉

理を示す泥岩とにおおわれる.大部分の所では最上部

40mは水路成の砂岩カミ葉理を示しほりあ校のある泥岩と

互層する.

下部層の堆積物は次の如く解釈される:

基底がはっきりした砂岩や泥岩葉理を示す泥岩倉

礫泥岩及びs1umpedunits(水中崩落層と仮釈)カミｰ糖

になってみられるのカミ普通な所からこの4つの岩相は

概していえば同じ様な環境下に堆積したものと考えられ

る.含礫泥岩中の化石は環境が海であることを示し混

濁流岩や泥岩からして少くとも中程度の深さの海であっ

たことカミわかる.他の岩相上に侵蝕基底をもってのっ

てくる含礫泥岩は恐らく海底泥流として斜面にそって運.

ばれたものであろう1挾在する水中崩落層は局部的な

急斜する海底斜面を示すものであり稀に水路充填堆積

物がこの下部層の最上部に近く存することから所によ

っては侵蝕につづいて強い局部的な水流作用のあったこ

とカミ知られる.これらの水路は遠洋性のm盆SS-HOW

の堆積物と解釈される堆積物中に彫りこまれている所か

ら多分海底峡谷を意味するものであろう.この下部

層の最上部近くでは水路充填堆積物の割合が大きいこと

からして粗粒砕屑物を供給した強力な海底水流があっ

たと考えられる.この環境の変化は堆積深度が次第に

清くなったとすれば一番簡単に説明できる,

上部層:はコケムシ層の上にあって三つの主要相から

なる即ち:葉理を示す泥岩類淘汰のいい砂岩･礫岩及

び厚層を示す砂岩･頁岩である.葉理を示す泥岩は

本属の下部に移しくみられ普通生物によって乱されて

いる.淘汰のいい砂岩･礫岩も本属の最下部50mの間

において最も厚く最も移しくみられる.本属の上部は

主として厚層をなす砂岩･頁岩からなる.

この上部層の堆積物は次の様に解釈される:

本属下部では水路充填堆積物が葉理を示す泥岩に伴う

のは下部層最上部のものと概していえば同様な堆積環

境にあったことを示す.コケムシ層は浅海の環境に堆

積し･その上にくる砂岩頁岩は恐らく三角州頂部堆積物

を代表するものであろう.

冊皿ket鰯群の堆積環境

下部層の混濁流岩水中崩落屑及び泥岩から上部層

の水路成砂岩及び浅海並に恐らく三角州の堆積物へと相

が上方に向って変化するのは大陸外縁の堆積物から大

陸斜面と三角州とのそれに相が水平的に変るのに相応す

る.混濁流岩水中崩落屑及び含礫泥岩類はmaSSg･

ravityprOcessesにより大陸斜面に彫りこまれた海底

峡谷を下って運ばれてきて大陸外縁に堆積した物を代表

する.水路を充填した砂岩泥岩類及び塊状砂岩頁岩類

はそれぞれ大陸斜面及び三角州頂部の堆積物に相応する.

大陸斜面及び三角州カミ大陸外縁の上に前進してくるに伴

い各相は水平的に(側方に)移動してdiachronousunit

(異持層又は複持層と仮釈)を作っていく.コケムシ

相は小範囲の環境の多分浅瀬外縁近くに位置したものの

中に堆積したものであろう.

沢田記:参照文献については配布資料中になくス博士の私信

に記されたもの若干をここに付するに止める.化石表ととも

に別の機会を得てお報ぜ申上げたい.

(筆者は元所員現バンコクESCAP事務局)
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